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パイプ担当のリアム・オフリンはキルデア州キルで 1945 年に生まれた。キルデア出身の 3 人に対し
て，マンドリン，ヴォーカル担当のアンディ・イアヴァインはスコットランド人の父親とアイルラ
ンド人の母親の間にロンドンで 1942 年に生まれた。メンバーは全員 1945 年の第 2 次大戦終戦前後
に生まれたベイビー・ブーマーの世代といえる。丁度，1960 年代の中頃に 20 代に突入したロック
世代である。事実，父親がフィドルを弾き，母親が名フィドル・プレイヤー，ジュニア・クレハン









楽家協会（Cumann Ceoltórí Éireann）が結成され，翌年，名称はアイルランド音楽家連盟（Comhaltas 
Ceoltórí Éireann）に改められ，音楽祭（Fleadh Cheoil）で演奏やダンスの競技会を開催するなどの
活動が開始された。
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をすぎて，1960 年から BBC のレパートリー劇団と 2 年契約を結んでいた。しかし演劇と音楽のど
ちらを最終的に選択するか決めあぐねていたようである。1961 年に母親が亡くなり，父親は間もな
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マローニは同じ UCD の学生で R&B グループでギターを弾いていたポール・ブレイディを呼び寄せ，




しかも翌 69 年に彼らは前代未聞の快挙を行った。同じ日に『バーレ ・ーコーン』と『ギブ・ア・ダム』
の 2 枚のアルバムを同時に発表したのである。勿論，それ以前にもビートルズの『ホワイト・アルバム』
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れを弾かせてもらったラニーは，この 2 本ずつ複弦になっている 6 弦の楽器に大いに興味を持った。
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ニー，ムーアの 3 人は 1960 年代の終わりまでには，試行錯誤もありながら自分たちの新しい音楽の
道を模索して LP を発表し，音楽業界の内部に踏み込んで行った。
Ⅲ　リアム・オフリンの場合―伝承音楽と音楽産業
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契約金は 3 万ポンドで，3 年間で 6 枚のアルバムを出すという契約だった。一見好条件にも見えるが，
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力量は文句のつけようがなかった。ブレイディが加入した 1974 年 9 月から，ムーアが最終的に離脱
する 10 月の間は 5 人で活動していたが，ムーア，イアヴァイン，モイニハン，ブレイディとヴォー
カルが 4 人もいたわけで実に贅沢なライン・アップだが，録音が残されなかったのは実に残念である。
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プ・プレイヤー，マット・モロイが加入した。バンドは 1978 年 9 月から練習を開始し，ケヴィン・

















セルが歌う「ロメイニアン・ソング（ブラッド・アンド・ゴールド）」は 16 分の 5 拍子という変則
拍子にルシアンのエキゾチックな歌声がマッチした異色の傑作である。




























ニーは 1981 年 2 月にムーヴィング・ハーツを結成する。メンバーはエレキ・ギターにアイルランド
伝承音楽をロック化した先駆的バンド，ホースリップスのデクラン・シノット，ベースはオーン・
オニール，ドラムはブライアン・カルナンと，ここまでは全くのロック・バンド仕立てで，そこに
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Ⅵ　結び―プランクシティの遺産






























シュなどのポピュラー音楽のプロデューサーとしても名高い。特に 1992 年にイギリス BBC とアイ
ルランド RTÉ が共同で制作した特別ドキュメンタリー番組『ブリンギング・イット・オール・バッ
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